
１．直轄事業　（沖縄総合事務局）

（道路）（港湾）　１件
番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価

①

一般国道５８号　　那覇
ナ ハ

北
キタ

道路
ド ウ ロ

那覇港臨港道路　若狭
ワ カ サ

港町
ミナトマチ

線
セン

（那覇市）

約７３１億円

事業区間：沖縄県那覇市港町 ～
　　　　　　　那覇市若狭

延　　  長：２．２ｋｍ

　那覇北道路及び若狭港町線は、那覇都市圏の交通混雑の緩和、那覇
港の各ふ頭間や那覇空港及び背後圏へのアクセス性向上による物流
の効率化等に寄与する事業であり、これは沖縄２１世紀ビジョン基本計
画の「陸上交通基盤の整備」の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を新規採択する
ことは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
（１）自立型経済の構築に向けた基盤の整備
P56　イ　人流・物流を支える港湾の整備
　島しょ県である本県において、港湾は物流輸送の大部分を支える産業
基盤であり、国内外との交流の拠点としても重要な役割を果たしている
ことから、利便性の高い港湾の整備・拡充を推進し、国際交流・物流拠
点の形成に必要な港湾機能の強化を図ります。また、マリーナやウォー
ターフロントなどの海洋性リゾート地にふさわしい魅力ある港湾として質
の高い整備を図ります。
　このため、那覇港については、那覇空港やふ頭間等とを結ぶ臨港道路
の整備、防波堤や耐震岸壁などの港湾施設の整備を促進します。
P57　ウ　陸上交通基盤の整備
　陸上交通は、県民生活や観光客の利便性の向上及び産業の発展に
密接に関わっていることから、高速性、定時性、安全性の確保に加え、
広域交流拠点と各圏域拠点間のアクセスの改善、公共交通機関の整備
等、多様なニーズに対応した質的充実を図ります。
　このため、道路の整備については、那覇空港自動車道の完成供用及
び読谷村から糸満市に至る沖縄西海岸道路の全線の早期完成に向け
た整備を促進するとともに、南部東道路等の幹線道路の整備を引き続き
推進し、本島南北軸・東西軸を有機的に結ぶ幹線道路網（ハシゴ道路
ネットワーク）の構築を図ります。また、那覇都市圏の交通の円滑化を図
るため、環状道路等の整備を推進します。あわせて、道路利用者の利便
性や快適性の向上を図るため、情報通信技術の活用等による交通の円
滑化や沿道環境及び景観に配慮した道路整備等を推進します。

（参考）国土交通省所管公共事業の新規採択時評価実施要領に基づき
沖縄総合事務局が行った費用対効果分析結果は2.0

別紙２ 



１．直轄事業（沖縄総合事務局）

（農業基盤）１件

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価

②
国営かんがい排水事業

石垣島
イシガキジマ

地区（石垣市
イシガキシ

）

【主要工事】
ダム（改修）　5箇所
頭首工（改修）　3箇所
揚水機場（新設・改修）　6箇所
用水路（新設・改修）　105.0km
【工期】
平成26年度～平成37年度

28,100百万円

　本事業は、石垣市において基幹的水利施設の整備を行うもので、
併せて関連事業で末端用水路等を整備することにより、農業生産
性を向上させ、農業所得の向上と農家経営の安定を図るものであ
る。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物への転換も可能
とする基幹的水利施設の整備を行うことは、「亜熱帯特性等を生か
した特色ある農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21世紀ビ
ジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を新規採択
することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の振興を図るた
め、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適合する生産基盤の整備・保全
を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整備や新たな農業
用水源の確保、かんがい施設の整備、区画整理等を計画的に推進
するとともに、水事情の変化に対応するため施設等の再編・更新を
図ります。」
P91　(12）　離島の特色を生かした産業振興と新たな展開
イ　農林水産業の振興
　農業の基盤整備については、新たな農業用水源の開発、かんが
い施設等の整備、防風・防潮林の整備・保全、区画整理等を計画的
に推進します。」

【（参考）農水省が実施する評価におけるB/C】
　1.13

別紙２ 



２．補助事業（沖縄県）

（農業基盤）４件

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価

③
農業競争力強化基盤整備事業

真壁
マ カ ベ

南
ミナミ

地区　　（糸満市
イ トマ ン シ

）

　本事業は、糸満市において農業用用排水施設の整備の実施によ
り、農業生産性を向上させ、農業所得の向上と農家経営の安定を
図るものである。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物への転換も可能
とする農業用用排水施設の整備を行うことは、「亜熱帯特性等を生
かした特色ある農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21世紀
ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を新規採択
することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の振興を図るた
め、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適合する生産基盤の整備・保全
を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整備や新たな農業
用水源の確保、かんがい施設の整備、区画整理等を計画的に推進
するとともに、水事情の変化に対応するため施設等の再編・更新を
図ります。」

【（参考）農水省が実施する評価におけるB/C】
　1.16

1,900百万円

【主要工事】
農業用用排水施設
　（畑かん施設）　53ha
　（調整池）　3基
【工期】
平成26年度～平成31年度

別紙２ 



２．補助事業（沖縄県）

（農業基盤）４件

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価
別紙２ 

④
農業競争力強化基盤整備事業

ウズラ嶺
ミネ

地区　　（宮古島
ミヤ コジマ

市
シ

）
1,516百万円

【主要工事】
農業用用排水施設(畑かん施設)
49ha
区画整理　33ha

【工期】
平成26年度～平成31年度

　本事業は、宮古島市において農業用用排水施設の整備と区画整
理の実施により、農業生産性を向上させ、農業所得の向上と農家
経営の安定を図るものである。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物への転換も可能
とする畑かん施設の整備と区画整理を行うことは、「亜熱帯特性等
を生かした特色ある農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21
世紀ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を新規採択
することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の振興を図るた
め、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適合する生産基盤の整備・保全
を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整備や新たな農業
用水源の確保、かんがい施設の整備、区画整理等を計画的に推進
するとともに、水事情の変化に対応するため施設等の再編・更新を
図ります。」
P91　(12）　離島の特色を生かした産業振興と新たな展開
イ　農林水産業の振興
　農業の基盤整備については、新たな農業用水源の開発、かんが
い施設等の整備、防風・防潮林の整備・保全、区画整理等を計画的
に推進します。」

【（参考）農水省が実施する評価におけるB/C】
　1.01



２．補助事業（沖縄県）

（農業基盤）４件

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価
別紙２ 

⑤
農業競争力強化基盤整備事業

狭間
ハザマ

地区　　（宮古島
ミヤ コジマ

市
シ

）
1,777百万円

【主要工事】
農業用用排水施設(畑かん施設)
46ha
区画整理　46ha

【工期】
平成26年度～平成31年度

　本事業は、宮古島市において農業用用排水施設の整備と区画整
理の実施により、農業生産性を向上させ、農業所得の向上と農家
経営の安定を図るものである。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物への転換も可能
とする畑かん施設の整備と区画整理を行うことは、「亜熱帯特性等
を生かした特色ある農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21
世紀ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を新規採択
することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の振興を図るた
め、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適合する生産基盤の整備・保全
を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整備や新たな農業
用水源の確保、かんがい施設の整備、区画整理等を計画的に推進
するとともに、水事情の変化に対応するため施設等の再編・更新を
図ります。」
P91　(12）　離島の特色を生かした産業振興と新たな展開
イ　農林水産業の振興
　農業の基盤整備については、新たな農業用水源の開発、かんが
い施設等の整備、防風・防潮林の整備・保全、区画整理等を計画的
に推進します。」

【（参考）農水省が実施する評価におけるB/C】
　1.02



２．補助事業（沖縄県）

（農業基盤）４件

番号 事業名 総事業費 事業概要 沖縄振興計画推進の視点からの評価

新規事業採択時評価
別紙２ 

⑥
農業競争力強化基盤整備事業

増原
マスパリ

地区　　（宮古島
ミヤ コジマ

市
シ

）
1,347百万円

【主要工事】
農業用用排水施設(畑かん施設)
47ha
区画整理　31ha

【工期】
平成26年度～平成31年度

　本事業は、宮古島市において農業用用排水施設の整備と区画整
理の実施により、農業生産性を向上させ、農業所得の向上と農家
経営の安定を図るものである。
　また、生産性の向上のみならず高付加価値作物への転換も可能
とする畑かん施設の整備と区画整理を行うことは、「亜熱帯特性等
を生かした特色ある農林水産業の振興を図る」とされている沖縄21
世紀ビジョン基本計画の趣旨にかなうものである。
　よって、沖縄振興の着実な推進を図るために、本事業を新規採択
することは適当である。

【沖縄21世紀ビジョン基本計画】
第３章　基本施策
３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
P76　(7)　亜熱帯性気候等を生かした農林水産業の振興
カ　亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産業の基盤整備
　「亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の振興を図るた
め、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適合する生産基盤の整備・保全
を推進します。
　このため、沖縄の特性に応じた、地下ダム等の整備や新たな農業
用水源の確保、かんがい施設の整備、区画整理等を計画的に推進
するとともに、水事情の変化に対応するため施設等の再編・更新を
図ります。」
P91　(12）　離島の特色を生かした産業振興と新たな展開
イ　農林水産業の振興
　農業の基盤整備については、新たな農業用水源の開発、かんが
い施設等の整備、防風・防潮林の整備・保全、区画整理等を計画的
に推進します。」

【（参考）農水省が実施する評価におけるB/C】
　1.09


